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宰相の君と申し上

見ば……（折り

さるかと思われ

いな。梅の初花

て、」 

位ともに分割

たな連語・複

国立国語研究

位へのアノテー

単位として分割

られた場合、全

詞単体に番号を

な例が見られ

からも、形容詞

定の意味を表す

上﨟｜の｜詠みか

にほひ｜も｜ま

初花｜口｜はやし

     （源

上げる上臈の女房

り取ってみたら、

れますものを、少

花の君よ）侍従の

割されてしま

複合形容詞とし

究所コーパス開

ーション 

割される形容

全体でまとま

を付与するこ

れた（「｜」は

詞と前接・後

すことが分か

かけたまふ｜。

まさる｜や｜と

し｜と｜聞き｜

源氏物語・竹河）

房がお詠みかけ

なおいっそう

少しは色めかし

の君が、達者な

うこうした慣

して『CHJ平

開発センター

容

ま

こ

は

後

か

 
け

慣

平

ー 

Copyright(C) 2017 The Association for Natural Language Processing. 
All Rights Reserved.　　　      　　 　　 　　　 　　　　　　　　　　― 312 ―



 

（池上尚）編

形容詞の主体

していくこと

た統語情報の

先のような語

対象とのコロ

る（池上20

 

5.3 適当な番

例えば「浅

低・深浅・厚薄

おい)の5つ

応しにくい用

動作・行為

合には3.342

深浅を表す場

ぞれ適当な番

題とならない

難しい場合の

て適当な番号

 

６. おわり

本稿では、

対する意味情

る、形容詞へ

その作業方針

ルや、用意さ

現代語訳を参

短縮できる分

ついても配慮

 

 

 

編2016）に追

体である「対

とで、修飾－

のアノテーシ

語（相当のも

ロケーション

16）。 

番号がないも

浅し」には、

薄・遠近)・334

つの番号が用意

用例が見られ

為の熟達度、

21(才能)などが

場合には3.30

番号の候補と

いものも含め

のあることを

号を検討・付

に 

、『日本語歴史

情報アノテー

への古典分類

針と進捗を報

された番号それ

参照できるコ

分、技術的な

慮したアノテ

追加すべきか検

対象」列の情報

－被修飾関係・

ションも進めら

の）の検討に

ン強度”を計る

もの 

31910(多少)

410(身上)・350

意されているが

れた（図6）。 

人間性の成熟

が、他者との

020(好悪・愛憎

なり得る。番

め、用意された

を想定して、複

付与することが

史コーパス 

ーションの試行

類語彙表番号の

報告した。番号

れ自体の検討

コーパスを対象

な課題、意味論

テーションを進

検討したい。

報を合わせて整

・主述関係とい

られ、結果とし

に必要な“形容詞

ことも可能に

・31911(長短

020(色)・3504

が、これらで

熟度などを表す

の付き合いや縁

憎)などが、そ

番号の曖昧性が

た番号では対応

複数人の判断

が望ましい。 

平安時代編』

行として進めて

の付与について

号を付与する

討など課題は多

象とし作業時

論研究の在り方
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